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　平素より、ソニー損保をお引立て賜り、厚く御礼申し
上げます。　

　2017年度は、5年連続で過去最高益を更新するなど、
たいへん良好な業績を達成することができました。
主力商品の自動車保険の契約件数が順調に増加し、
正味収入保険料は前年度比8.0%増の1,082億円、経常
収益は前年度比7.6%増の1,100億円となりました。
経常利益は、損害率の低下ならびに経常収益の増加
などによって、前年度比31.6%増の65億円となりま
した。こうした業績を実現することができましたのも、
ひとえにお客様ならびにステークホルダーの皆様の
ご支持の賜物と、あらためて感謝申し上げます。

　当社は、開業以来、顧客価値の最大化を使命とし、
高品質な商品・サービスの提供を通じたカスタマー
エクスペリエンス（CX）の向上を、経営の最重要課題
として取組んでまいりました。2017年度は「お客さま
本位の業務運営方針」を定め、「お客さまの声」を経
営に活かし、価値を感じていただける商品・サービス
の提供を目指す取組みに注力いたしました。
　自動車保険では、事故現場での不安に関するお客
様の声にお応えし、緊急対処員が24時間365日体制
で事故現場に急行する「セコム事故現場かけつけ
サービス」を開始しました。また、自動ブレーキ装置を
装着した自動車の保険料を割引く「ASV割引（自動
ブレーキ割引）」の導入やロードサービスの一層の拡
充など、サービスや商品の強化を図りました。
　医療保険では、「先進医療保険金 医療機関あて
直接支払サービス」の対応医療機関の追加や、保険
金請求窓口の営業時間の土・日・休日への拡大、

「ウェブ保険金請求サービス」の導入など、お客様の
利便性とサービス品質の向上に努めました。
　また、ウェブサイトやスマートフォンによる手続き
範囲の拡大およびユーザビリティの改善、チャットや
LINE等による多様なお問合せ手段の整備、研修プロ
グラムの強化によるスタッフの対応力の向上など、
お客様とのさまざまな接点におけるCXの向上を図り
ました。こうした取組みの結果、2017年度のお客様
満足に関する各種外部調査においても、最高ランク
の評価をいただいております。今後も引続き、ダイレ
クトモデルの特長を活かし、「お客さまの声」に真摯に
耳を傾け、あらゆる領域の品質向上を図ることでダイ
レクト保険の信頼感を一層高めてまいります。

　昨年度は、中長期的な方針や新たな施策の検討を
通じて2020年度までの3ヵ年の中期計画を策定し、
その実現に向けた取組みを進めております。当社の
主力商品である自動車保険においては、安全運転支援
システムの普及・自動運転車の実用化、少子高齢化
の進展、シェアリングエコノミーの拡大など、ビジネス
環境の大きな変化が予想されています。そうした中に
おいても、変革への対応を着実に進めることにより、
自動車保険の持続的な成長を実現してまいります。
同時に、医療、傷害、火災等、自動車保険以外の領域に
おいてもダイレクトの強みを活かした積極的な拡大
を進めることで、長期にわたる安定的な収益基盤の
強化に取組んでまいります。また、フィンテックをはじめ
とする先端テクノロジーや先進IT技術の活用を通じ、
商品やサービスの強化・拡充とオペレーション改革に
よる業務効率の一層の向上を進めてまいります。

　当社は今後も、顧客価値の最大化への挑戦を継続
することで信頼のブランド力をさらに高め、ダイレクト
損害保険のリーディングカンパニーとして、一層、存在
感のある企業となるよう努めてまいります。
　引続き、皆様のご愛顧とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

ソニー損害保険株式会社

代表取締役社長

ダイレクトならで はの 、圧 倒 的 な「 違 い 」。

他の保険会社にはない、先進的な「違い」。

お客様とともに歩むという、本質的な「違い」。

ソニー損保のスローガンは

「“Feel the Difference”～この違いが、保険を変えていく。～」です。

お客様にとって価値ある「違い＝Difference」を

ビジネスのあらゆる領域において創造し、

お客様に提供していこうという私たちの意思を表しています。

これらの「違い」をお客様に感じ取っていただけるよう、
私たちは次の5つを実践します。


